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令和６年度第２回白井市行政経営審議会 

 

１ 開催日時 令和６年８月２日（金）午後６時３０分から午後８時３０分まで 

２ 開催場所 市役所本庁舎２階災害対策室２・３ 

３ 出席者 池田会長、宗和副会長、岩井委員、久野委員、陣内委員、杉本委員、須永委 

      員、村上委員 

４ 欠席者 なし 

５ 事務局 永井総務部長、齊藤総務課長、吉川行政係長、小池主査補 

６ 傍聴者 ５人 

７ 議 題 

 （1）白井市の現状及び財政状況について 

 （2）財政推計（第６次総合計画基礎資料）について 

 （3）その他 

８ 議事内容 

●事務局 

 それでは、議題１を説明させていただきます。 

 資料１の１ページをご覧ください。まずはヒト、人口ですが、上のグラフは、市の人口、

総人口と年齢、３区分別を表したグラフになっております。 

 下のグラフが、その総人口に対して、年齢の３区分別人口の構成比を表したグラフにな

っております。 

 年齢の３区分といいますと、０から14歳の年少人口、15歳から64歳の生産年齢人口、65

歳以上の老年人口を表したものとなっておりまして、それぞれ青、オレンジ、緑で色分け

されているものになっております。 

 各年の10月１日時点の人口の数値を表したものになっておりまして、一応、令和５年ま

での実績が住民基本台帳に基づいた数値となっております。 

 令和７年以降、将来推計となっておりまして、これは５年ごとの推計になっていますが、

国の機関が令和２年度の国勢調査の数値に基づいて推計したものになっておりまして、

居住者ベースの推計になっております。 

 住民基本台帳と若干数値がずれてくるような数値の推計にはなっており、令和２年の

10月１日が総人口６万3,190人となっていますが、国勢調査の方は６万2,411人になって

おり、700人程度ずれた数値に基づいた推計になっております。 

 これを見ますと、人口は、この指針ができた平成29年度からの数値では、緩やかに人口

減少しておりまして、３区分別の人口の構成比を見ても、全国的な傾向と同じように少子

高齢化というところになっておりまして、生産年齢人口の割合というのが減ってくるよ

うな形になっております。 
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 一方、第５次総合計画でも人口の将来推計を独自に出していますが、そちらは令和２年

度時点で６万5,500人で推計していたところ、実績としては６万3,190人になっておりま

すので、ここもかなり乖離が生じているような状況になっております。 

 ２ページ目に行っていただいて、減っている要因ですが、こちらが人口動態のグラフに

なっております。 

 これが年間の、平成29年の１月から12月、平成30年の１月から12月といった形で、その

年の１月から12月までの転入者数、転出者数、出生者数、死亡者数の人数、総計した数値

になっております。 

 青い棒が転入者、オレンジの棒が転出者、緑色が出生者、黄色が死亡者の数となってお

ります。 

 転入者数から転出者数を引いた社会増減と言われるところなのですけれども、こちら

は年によってばらつきがありまして、増えている年もあれば減っている年もあるという

ところで、29年と令和４年が400人、300人規模の社会増というところになっているのです

けれども、これは小規模な開発、戸建ての開発であったりとか、あとはマンションが、西

白井の駅前にマンションができました、そこの転入者数があったというところが恐らく

影響しているかと思われます。 

 自然増減のほう、出生者数から死亡者数を引いた数を見ていきますと、これは年を追う

ごとに自然減という形で減少の一途をたどっておりまして、その差が拡大しているよう

な状況になっております。 

 先ほど申し上げましたけれども、第５次総合計画における独自の人口推計で、中間年度

の令和２年度時点の人口とはかなり乖離しているというような状況になっております。 

 人口については以上です。 

 続きまして職員の状況なのですけれども、３ページ見ていただいて、白井市の職員なの

ですけれども、白井市定員管理指針といいまして、職員数を管理するというような方針を

作っておりまして、それにおいて、令和２年度からの10年間の職員数の目標値を定め、市

の財政状況を考慮して職員数全体の管理をしてきたところです。 

 その定員管理指針に基づいて職員数の管理をしてきた関係から直近５年においては、

職員の全体数はほぼ横ばいとなっております。 

 400人前後になっているんですけれども、年代別の構成比に変化が見られ、特に40歳か

ら45歳の割合において、それが顕著になっております。 

 このグラフで言うと、ちょっと分かりにくいのですけれども、真ん中の青の部分、令和

元年度、Ｒ１年度においては、40歳から45歳の職員が21.8パーセントいたところ、令和５

年度においては、その半分、12.5パーセントと構成比がかなり変わってきているようなと

ころになっています。 

 36歳から39歳、黄色の部分の職員、30代後半の職員の割合というものが、どの年度にお
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いても特に低いような状況になっております。 

 本ページ下の、一番下の米印なのですけれども、一応、定員管理上の目標値というもの

をこの表にも載せて、黄色で表した数値になっているのですけれども、これが一応、短時

間勤務の再任用職員を含んだ数となっています。 

 フルタイムではなくて、ちょっと短い時間に働いたりとか、週５日じゃなくて週４日働

いているような職員も含めて定員の管理をしていたところになるので、合計の数と目標

値というのがかなり差が開いているようなところになっているのですけれども、その合

計で拾っているのは、あくまで再任用職員を含まない、フルタイムの職員だけの数を拾い

上げたような数値になっておりますのでご注意ください。 

 職員については以上になります。 

 ページめくっていただいて、４ページ目をご覧ください。 

 ４ページ目は、市の今の組織体制を記載させていただいております。 

 白井市の組織体制につきましては、社会状況の変化だったりとか、行政課題に適切に対

応できる組織をつくるために毎年見直しを行っております。 

 今年度、現在の体制としましては、下の表のようになっております。 

 この表の中で、太字の網掛けにしている組織が、直近５年において新たにつくられたり

とか、組織の統廃合だったりとか、再編された組織の主なものになっております。 

 ここ５年で組織体制、主な見直し事項としまして、四つ大きなもの挙げております。 

 班制（スタッフ制）から係制（係長の設置）への移行、これが令和３年度、あとは課長

補佐職というものを今年度から職として設置しておりまして、目的としましては、マネジ

メント体制の強化と管理職候補人材の養成を目指してこういった組織の見直しを行って

おります。 

 令和５年度から、丸の二つ目、デジタル担当組織、昨今ＤＸの機運の高まりとかもござ

いますので、あとは、今後控えている地方公共団体が扱っているシステムを国が統一のシ

ステムにしようというような大きな流れがございまして、そういった課題に対応するた

めにデジタル専門の部署というものを新たに設置したような状況になっております。 

 三つ目の丸、こちらは企業誘致推進室というものを新たに令和４年度に設置して、さら

に企業誘致推進室をちょっと格上げというか、市長直属の未来創造戦略室の名前を新た

に組織改編しまして、この組織の目的として、スピード感を持った企業誘致だったりとか、

新たな産業創出を推進するために組織の強化というところを図ったものになっておりま

す。 

 あとは大きな組織、新しくできた組織として、これも今年度からになるのですけれども、

この庁舎の隣接したところに文化センターといって大規模な文化施設ございます。ホー

ルだったりとか図書館だったりとかプラネタリウムとかを複合的に設置している施設に

なるのですけれども、その文化センターが築30年を超えてきておりまして、大規模な改修
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が必要な状況になってきておりますので、今後、大規模な改修をどう行っていくかという

ところで、専門の部署を今年度から立ち上げたような状況になっております。 

 あともう１点、こういった組織の体制、人の部分に改めて強化していこうというところ

で、もともと総務課の一部署だった人事担当の部署を人事課という形で課に引き上げて

おります。人事課を新たに設置したような、これも本年度から設置したような形になって

おります。 

 ヒトにつきまして、説明については以上となります。 

○会 長 

 ただいま説明があったヒトに関する項目の内容につきまして、ご質問やご意見ござい

ますでしょうか。何かありますか。ないですか。 

 じゃあ、私から一つ質問です。これ人口の推移が書いてあるのですけれども、市として

は増やしたいとか、そういう意思というのはあるのでしょうか。 

●事務局 

 先ほど説明でもありましたけれども、総合計画のほうでは令和２年度、６万5,500人で、

それを目標に、総合計画にいろいろな事業を位置づけて取り組んでおります。 

 実際に若者の世代定住ということでいろいろな事業をやったり、人を呼ぶような事業

をやったりしているところですけれども、実際は転入が多く入っても、同じぐらい転出者

が多い、それから出生者に対して死亡者数が多いというような状況になっております。 

 転出のほうで一つ申し上げますと、白井市でよく言われるのが、転出するタイミングが、

高校を卒業して大学に進学するタイミング、それから大学を卒業して就職するタイミン

グ、それから結婚するタイミング等で転出するという方が比較的多いということで、実際

その総合計画の後期基本計画が始まってから、まずは30歳までに転出するのを防いでい

く取組の一つとしまして、学生のときに借りた学生ローンなどの返済に関して、就職をし

てから５年間、返済分に対して支援をしていこうというふうな取組もしております。 

 ただ、現状のところは、まだ転出者のほうが転入とほぼ同じぐらいの人数で出ていると

いうことで、成果が出るのは、これかなのかなということで考えております。 

 今現在、策定しております第６次、令和８年からの計画になりますけれども、そちらの

ほうでも、人口施策というのは大変大きなウエートを占めるようになるのではないかな

と思っておりますので、増やす、または維持していくというのが、白井市にとってはとて

も大事な施策になると思います。 

 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかに何かありますか。 

 それでは次に、モノに関する項目について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 
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●事務局 

 続きまして、モノにつきましては、施設をモノとして捉えてこの資料で説明させていた

だいております、公共施設です。 

 ちょっと古いデータにはなるのですけれども、このモノに関する説明、基本的に今、公

共施設、市の全体の公共施設をどう管理していくかという公共施設の総合管理計画から

資料のほうを抜粋しております。 

 市の公共施設、建築系の公共施設につきましては、いわゆる箱物、平成31年度末、令和

元年度末時点で、全体の数が149施設、延べ床面積が約15万3,000平方メートルとなってい

ます。 

 施設として、延べ床面積で表しておりますけれども、構成割合が最も高いのは学校教育

系の施設になっておりまして、小学校、中学校、給食センターがその６割、過半数を占め

る62.5パーセントを占めておりまして、続いて行政系施設、庁舎、この市役所の庁舎です

とかが8.6パーセント、続いて社会教育系施設、公民館だったりとか図書館、博物館など

が7.7パーセントと続いているような状況になっております。 

 先ほども説明少しさせていただきましたが、文化センターのほうが複合施設になって

おりまして、市民文化系施設と社会教育系施設、劇場・ホール施設、図書館、博物館等を

兼ね備えた施設になっているようなところです。 

 めくっていただいて６ページ、これもちょっと古いデータにはなるのですけれども、平

成28年度時点では、建築から30年以上を経過した施設というものが全体の56.8パーセン

トを占めているような状況でした。築20年から29年までの建築物というのは全体の30パ

ーセントとなっておりまして、令和８年度には、築30年以上の建築物が全体の９割近い

87.0パーセントとなる見込みとなっておりました。 

 用途別では、築30年以上の建築物の延べ床面積というのは、学校教育系施設の小学校、

中学校が最も多くて、次いで行政系施設、これは市役所の庁舎なのですけれども、約１万

1,000平方メートルとなっております。 

 このデータ、若干古いものとなっているところもありまして、今、行政系の施設、下の

グラフ見ていただくと、行政系施設の94.6パーセント、赤い棒が築30年以上となっている

ような状況だったのですけれども、平成28年、29年度に市役所庁舎の大規模な整備を行い

まして、この割合というのは、かなり大幅に変わっているようなところになっております。 

 あとは、学校教育系施設、これも下のグラフの70.5パーセントが築30年を迎えていると

いうような、当時はそういった比率になっていたのですけれども、学校給食センターにつ

きましても、平成29年度、30年度に新築建替えを行っているような状況がございまして、

当時と割合、構成比というのか変化しているような状況になっております。 

 先ほどから申し上げております文化センター、市民文化系施設、社会教育系施設という

施設に区分されるようなものなのですけれども、それぞれ築30年を超えない、30年未満の
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施設というのが青色で表されておりますが、100パーセント、71.8パーセントと大きく、

築浅というか、なっていった構成比だったのですけれども、それが今年度、築30年を迎え

たところで、それぞれ約５割が築30年以上になるというような今、構成比に変わってきて

おります。 

 なので、この施設の更新に関する経費とかというのは、今後、文化センターに関しては、

かなり大きく見込まれるような状況になっております。 

 では、モノにつきましては、説明は以上となります。 

○会 長 

 ありがとうございました。ただいま説明があったモノに関する項目の内容につきまし

て、何かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

 ○○さん。 

○委 員 

 ○○といいます。よろしくお願いいたします。 

 モノのところで、統廃合の計画はあられるかどうかお聞きします。基本的な方針、例

えば、原則、売却するといった方針があるかとか、今後の活用の方針などをお聞きした

い。 

 もう１点、ヒトのところに戻ってしまいますが、市民の方の意識であるとか、あるいは

働く職員の方の意識について、調査されているように思いますが、今回の財政に関して与

えるインパクトがあまりないが故に、ここに載せていらっしゃらないのか、その辺りはど

うかお聞きしたいです。 

○会 長 

 お願いします。 

●事務局 

 まず、職員の意識調査というところにつきましては、今現在、この行政経営のほうで何

かしらの意識調査というのは、正直、行っていないようなところになります。 

 あとは、市民の方の意識調査につきましては、第６次総合計画の策定を進めている最中

なので、そこでアンケート調査を行っていたかと思いますので、資料としては持っており

ます。本日はご用意していないのですけれども、資料としてはございます。 

 最初にご質問ありました統廃合の方針があるかというところなのですけれども、施設

の統廃合に関しましては、検討するというところまでは、恐らく計画のほうにあるのです

けれども、具体的に統廃合を積極的に進めていこうとかいった、そういった計画には実は

なっておりませんで。 

 特に学校につきましては、市内というのは、ぱっと出てこないのですけれども、地域ご

とに適正に今配置されているところもございますので、具体的にかなり児童数が少ない

学校もあるのですけれども、そこを統廃合していこうといった具体的な方針には今なっ
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ていないような状況になっております。 

●事務局 

 ちょっと補足させていただきます。 

 施設の最適配置という意味合いで、各小学校単位とかで実際検討したところではある

のですけれども、その当時は、結果的には統廃合とか、そういったところには至らなかっ

たという経緯がございます。 

 それから、一つ、保有財産の有効活用というところでいいますと、今、実際、行政経営

改革の実施計画のほうでも、遊休施設がないように有効活用、売却なんかも含めて検討し

ていくということは位置付けております。実際、企業誘致とか、そういったことも含めて、

一部その種地にするとか、そういった検討もございますので、実際に近年で売却したとい

うところはございませんけれども、方針としては有効活用していくということでありま

すので、今後いい助言があれば、そういったものも含めて検討していくことになります。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかに何かございますでしょうか。 

 ○○委員。 

○委 員 

 さっきヒトのところで聞きそびれちゃったのですけれども、進学で流出しているとい

うのがあったと思うのですけれども、北総鉄道の定期券値下げって何か効果があったか

とかって分かりますか。 

 あともう一つは、流出しちゃうのって、高校の進学で家族ごと流出してしまうのか、大

学の進学で子供だけが流出してしまうのか、ちょっと知りたいです。 

●事務局 

 それでは、お答えいたします。転出の部分については、なかなか個別に全数当たってい

るわけではないので、正確なところは分からないのですけれども、感覚としましては、お

子さんが新たな進路の部分の中で、通えない場合は出ていくというような形であるのか

なというふうには思っております。 

 また、値下げの部分については、それのせい影響かというのは、数字としてなかなか捉

えにくいところがあるのですが、ただ、いろいろな声としては、随分助かっているという

ふうなことは聞いております。 

 ちょっと回答にならないかもしれませんけれども、以上になります。 

○委 員 

 ありがとうございます。 

○会 長 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 じゃあ、私から一つ。この古い建物、築30年以上が56.8パーセントと書いてありますけ
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れども、これ耐震とか、地震が来たとか、津波が来たとか、そういうのというのは、特に

耐震の辺りですか、やっていらっしゃると思うのですけれども、それってどうなっている

のですか。 

●事務局 

 市内の公共施設につきましては、基本的には、耐震補強等も対応して行っております。 

 庁舎が、最近ですと一番古い建物であったのですけれども、新しい庁舎を建てると、こ

れから旧庁舎の部分の上の部分を減築するというような方法などをとりまして、庁舎の

ほうも耐震は対応できておりますので、現在のところは、公共施設については、耐震のほ

うは対応できている状況です。 

○会 長 

 ありがとうございます。 

 ○○さん。 

○委 員 

 まず、人口のほうなのですけれども、こういった白井市の人口動向を念頭に置いて、こ

れから総合計画をつくっていくということだとは思うのですけれども、それに倣って総

合計画をつくるときには、どこの自治体もこういった同じような人口推計をされている

と。 

 そこまでは、別にどこの市さんもされているので、それはそれでいいのだけれども、都

市というものを考えたときに、白井市という単位で考えたときに、私は様々な自治体で関

わっていますけれども、例えば歴史がある都市、私が関わったところでいったら、例えば

盛岡市とか、地方でいったら甲府市とか、どこでもいいのですけれども、要は地方の中核

市、そういうところは当然、今は人口は減少しているのだけれども、高齢化が進み、そん

なにがんがん転入してくるわけではないから、ゆっくりゆっくりと減っていくのだろう

と思うのだけれども。 

 それに対して、そういった伝統的な都市に対して、言ってみれば新興都市、白井市のよ

うな新興都市というのは、先ほどちょっとあったみたいに、電車が通って、そこで急激に

都市化が進むと、そういう増加の仕方というのは、盛岡市とか甲府市とは全然違うと思う

のです。電車が通って人口が急に増えるというのは、良かった、良かったというケースが

多いのだけれども、その一方で、それが済んじゃうと、もう増えないというのも傾向とし

てあるのじゃないかと思うし、減るのも、もしかしたら一気に減るかもしれないし、高齢

化もすごいスピードで進むのじゃないかなという気もするのです。 

 そういう全国の自治体が同じような人口推計をしているのはいいのだけれども、この

結果、白井市はどういう特徴があって、どういうところが課題なのかということをもう少

し突き詰めないといけないのじゃないかという気はするのです。人口が減っていますよ

とかというのは、それは全国が知っているのだから、ほとんど減っていて当然なのだけれ
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ども、他の市ではない白井市だからの部分というのが何かありますよね。 

●事務局 

 では、お答えさせていただきます。 

 ２ページのところの人口動態というところで、ここは、すいません、年齢まではクロス

していない表なので、なかなかここからスパッと読み取れる部分は難しいのですけれど

も、白井市の人口の動態の傾向としてざっくりお話しさせていただきますと、どちらかと

いうと、ファミリー層というのでしょうか、の転入が多くて、それがある一定時期、お子

さんが成長していくと、お子さんが独立して出ていくというふうな傾向が強くて、もとも

と千葉ニュータウンの入居に伴いまして、50年代ぐらいから、そういう傾向があったので

すが、その２世が出ていって、親が残って高齢化がというようなことが進んでいるところ

です。 

 現在も、実は年少人口、１ページ目のところになるのですけれども、比較的、割合がま

だいいほうだとは思っているのですけれども、近年でもやはりそういう傾向はございま

して、どちらかというと、白井で出産するというよりは、出産されたご家族単位が子育て

の魅力を感じて転入をされてきているという傾向は今もあるようです。 

 高齢化につきましては、千葉ニュータウンのその一斉入居の影響で、こちらのほう、推

計のほう、表でも分かるとおりグリーンのところが高齢者なのですけれども、一斉入居が

あった関係で、ある程度近い層が一遍に入ってきたということで、そこの塊が高齢者、あ

るいは後期高齢者という方になったときに、どんとそこが増えてくる、一気に増えると、

そういうような傾向がございます。 

 ちょっと雑ぱくな回答ではあるのですけれども、そのような傾向があるというふうに

捉えております。 

○委 員 

 ありがとうございます。違う県のデータなので、埼玉県の例で申し訳ないのですけれど

も、埼玉県の自治体で、幾つかのところで人口ビジョンの作成に関わったので、そうする

と、埼玉県の自治体というのは、都心から埼玉に移ってきて、ある年齢になったら、さら

に郊外に移っていくというような、例えば40代ぐらいで子供がちょっと大きくなって、も

う少し広い家でということになってくると、ちょっと郊外というような形のところが結

構多いのです。 

 それに対して、埼玉県でも和光市は一番南にありますけれども、和光市はどうなってい

るかというと、比較的若い世代が転入してきて、ですから30ちょっとぐらいが転入してき

て、子供が学校に通い始めるぐらいになったら出ていく、また次入ってくるのも同じよう

な年齢が入ってくるので、大体20代後半から30後半ぐらいがずっと回っているような感

じなのです。 

 ここから先は、本当に個人的な意見ですけれども、どういうふうに人口を循環させるの
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かというのが恐らく重要になってくるだろうとは思うのですけれども、和光みたいに20

後半から30後半ぐらいが循環する都市もあれば、もう少し後ろの年代が循環する都市も

あれば、いろいろあっていいと思うのですけれども、そういった、この年齢層を一つの町

のターゲットにするみたいなのは、計画にはさすがに書けないにしろ、あってもいいので

はないかなというような気もしますけれども。 

●事務局 

 ありがとうございます。なかなか行政経営指針の中にどれぐらい話が取り入れられる

かというところはありますけれども、今のお話なんかは、これからつくる総合計画のほう

でも十分参考になる内容だと思いますので、今ここで総合計画のほうの担当部署ともい

ろいろな情報を共有させていただいて、参考にさせていただければと思います。ありがと

うございます。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかには。どうぞ。 

○委 員 

 学校教育施設について、給食センター建て替えて新しくなった、これはもう周知の事実

なのですけれども、旧給食センターの空き地、あれに関して活用する予定とか計画とか、

その辺はどうなっていますか。 

●事務局 

 ありがとうございます。給食センター跡地につきましては、当初、売却をするような計

画でいろいろ検討しておりましたが、現在、駅前の活性化について、企業誘致部門のほう

でいろいろ検討しております。その際に、あの用地というのは種地の一つとして十分活用

できるのではないかということで、今、具体的に検討のほうを進めているところです。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかにありますか。 

 ○○さん。 

○委 員 

 先ほど○○さんとか○○さんがおっしゃっていたところと若干かぶるのですけれども、

転出の理由と年代をもう少し具体的に紐解いておいたほうがいいと思っていまして、ど

ういう人たちがどういうタイミングで出ていっているのかというところは、数値のイン

パクトとしては大きくないかもしれないですけれども、捉えておいたほうがいいと思い

ます。 

 もう一点、現在作られている総合計画のほうにも関係すると思いますが、人口動態はど

うしても統計としては、この年齢区分、０から14、15から64となっているので、やむを得

ないところもあるのですけれども、おそらく23歳ぐらいから70歳くらいまでが実際の生

産年齢人口なのかなと思います。全国と比較する上では、統計としての年齢区分が必要で
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すが、実態を捉える時には、こういった考え方もできるのではということで、意見だけで

すけれども、お伝えさせていただきます。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかにありますか。よろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

●事務局 

 ありがとうございます。○○委員からお話ありましたけれども、人口の流出、転入に関

しましては、分析をしている資料があったと思いますが、今、手元にございませんので、

次回の会議の際にでも、その辺説明をさせていただければと思います。ありがとうござい

ます。 

○会 長 

 この計画は、必要なのでしょうけれども、国が出している国勢調査は国勢調査なのです

けれども、白井市として、どういうふうにして中長期でやっていきたいというか、その計

画というのは自分の意志ですよね。企業って最近、長期計画ってあんまり立てないですね。

世の中の動きがあまりにも速いので、中期ぐらいで、３年ぐらいで立てていくのですけれ

ども、こうしたいという首長も増えて、そういう市としての方針というものが人口には特

に重要なところなので、あってしかるべきだと思います。 

 続きまして、モノに関する項目について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

●事務局 

 先ほどモノの説明は終わったので、お金、カネについて説明させていただきます。 

 お金に関する項目なのですけれども、こちらいろいろな数字ありますので、かなりボリ

ューム大きな資料で、数字だけ見ても何のことやらというところも多いかとは思うので

すけれども、少し肉付けしながら説明させていただければと思います。 

 まず、財政状況の今の概要としましては、今確定している最新の数値として、令和４年

度、昨年度のその前の２年度前の決算なのですけれども、令和４年度決算におきましては、

徴収率の向上に伴う地方税の増収ですとか、その他の交付金とかの増加の影響を受け、経

常収支比率、財政構造の弾力性を示す経常収支比率、我々の行政経営指針でも目標値を掲

げておりましたけれども、経常収支比率が89.7パーセントとなっておりまして、一般的に

財政の健全性を示す四つの指標と言われている実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公

債費比率及び将来負担比率、この四つの指標につきましても、いずれも早期健全化の基準

というものが、つくられた基準というものがあるのですけれども、それを下回っているよ

うな状況になっておりました。 

 現時点では、市の財政状況というのは健全な状況にあるのですけれども、近年扶助費が

増加しておりまして、その歳出の増加に対して、歳入不足を市の貯金になります財政調整

基金、貯金を切り崩して賄っているため、その貯金の残高というのか年々減少しているよ



 - 12 -

うな状況になっております。 

 先ほどからもちょっと触れておりますが、将来的に老朽化した文化センターの大規模

改修ですとか、あとは市の一部の事務、市本来やるべき事務を複数の自治体が共同してそ

の事務を処理する地方公共団体として一部事務組合というものがあるのですけれども、

ごみの処理の事務につきまして、白井市も一部事務組合という形で近隣の市と組合を設

置しているところになるのですけれども、そのごみ処理施設の建替え・改修というものが

今後大きな事業として予定されておりまして、その負担金というものの増加が見込まれ

ていることから、今後の財政状況については、楽観できないような状況になっております。

これが今の概要です、財政状況の概要になります。 

 細かいところを、数値のほうを見ていきたいと思います。 

 まず最初に、前回の会議でも少しだけ触れましたが、経常収支比率、三つの目標、三つ

の数値を立てておりました経常収支比率と財政調整基金残高、地方債の残高につきまし

て、まずは説明させていただきたいと思います。 

 経常収支比率なのですけれども、経常収支比率を改めまして説明しますと、地方公共団

体の財政構造の弾力性を表しておりまして、人件費、扶助費、公債費などの経常的にかか

るお金に対して、地方税、地方交付税、地方譲与税など経常的に入ってくる収入というの

がどの程度充てられているかを示した比率のことをいいます。 

 この比率が高いほど、財政構造の硬直化、自由に使えるお金が少ないということになっ

ておりまして、それが進んでいることを表しております。 

 経常収支比率のグラフなのですけれども、ちょっと単位が分かりにくい、皆様慣れない

ような単位になっているのですが、1,000円単位で単位を表しておりまして、左側の数値、

160億というような数値になっております。よろしくお願いします。 

 このグラフ、青い棒が経常的に入ってくるお金、経常一般財源、歳入を表しておりまし

て、オレンジの棒が、その経常的に入ってくるお金がどの程度経常的な経費に充てられて

いるかという数値になっております。 

 なので、ここの棒の差が縮まるほど、自由に使えるお金というのは少ないということを

表しているようなものになっておりまして、この折れ線のグラフのほう、緑が経常収支比

率の推移を表しているようなものになりまして、オレンジが、これ横に右にまっすぐ引か

れた線なのですが、これは目標値を表しているような棒になっております。 

 今の行政経営指針では、90パーセント以下の経常収支比率というのを目標値に定めて

いたところにはなっているのですけれども、29年度からの推移を見ると、ほぼ29年度から

令和２年度までは90パーセントを上回るような状況になっておりまして、近年、令和３年

度、令和４年度においては90パーセントを下回るような状況になっております。直近の令

和５年度の見込みでも、財政担当の部署から、90パーセントを恐らく下回るだろうという

ところで伺っているところになります。 
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 なぜこの90パーセントを下回るかの要因なのですけれども、国から交付される普通交

付税というの、コロナの影響もありまして、かなり追加の交付があったからというのが影

響しているようです。 

 令和３年度においては、４億円の規模での追加交付が年間であったというところで、そ

れがかなり自由に使えるお金というか、増やしているようなところで、このような数値に

なっているような状況です。 

 ページをめくっていただいて８ページ目、次に市の貯金で、財政調整基金残高の推移と

いうものを見ていきます。 

 財政調整基金とは、それぞれの年度によって生じる財源の不均衡ですとか、あとは災害

とかの不測の事態に備えるため、年間の剰余金などを翌年度に積み立てて、その財源が不

足する年度にその貯金を取り崩して活用する目的のものになっております。 

 グラフ、数値見ていただきまして、赤い棒がその貯金を取り崩した金額を表しておりま

す。青い棒がその貯金をその年度に積み立てた金額を表しているようなものになってお

ります。 

 積み立てる金額なのですけれども、一応、法律でルールが決まっておりまして、前年度

に余ったお金、前年度の剰余金の半分以上をその貯金に積み立てなければいけないとい

うようなルールが一応ありまして、その前年度余ったものと、あとは、当年度に予算は立

てたけれども、経費として使わないで余りそうだというものをこの積立てに白井市では

充てているような状況になっております。 

 こちらの貯金の残高の推移というものを緑の折れ線グラフで表しているのですけれど

も、これも年を経るにつれ、年々減少しているような今、傾向になっております。 

 特に、令和元年度、令和２年度、Ｒ１、Ｒ２の部分が、取り崩した金額に対して積み立

てる金額というのがかなり少ないような状況になっているのですけれども、先ほどちょ

っと説明しましたけれども、その年に予算が余りそうだ、この経費使わなそうだというも

のを貯金に積み立てるほうに回すということを毎年しているような状況なのですけれど

も、コロナの影響もありまして、執行予定というものが、その年の見込みがちょっと読み

づらかった部分もありまして、令和元年度、令和２年度につきましては、積み立てる金額

というのが取り崩す金額よりかなり下回っているような状況になったということで、財

政課のほうでは分析しているようです。 

 では、続きまして、地方債の残高の推移を見ていきたいと思います。 

 地方債とは、簡単に言うと借金です、市がする借金のことになりまして、その借金に充

てられる経費というものが限定されておりまして、原則として公営企業、白井市で言った

ら水道、下水道事業の経費ですとか、あとは公共施設の建設事業費の財源を調達する場合

にだけ、その借金ができるというようなルールになっております。 

 なぜこの借金をするかというと、施設とかを将来的にも使っている、単年度で事業が終
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わるわけではなくて、将来的に市民の方が使うようなものになりますので、その年だけの

税金で負担するのではなくて、世代間の負担の公平性を確保するために、複数年度にわた

ってその借金を少しずつ返していくという形で、世代間の負担を平準化するというよう

な目的でやっているようなところになります。 

 一応、この地方債の一部に、これ市民の方はなかなか感覚として落ちにくい部分あるか

と思うのですけれども、地方交付税というのを毎年、国から、自治体ごとの財政を平準化

するために地方交付税というものが交付されるのですけれども、国の総額の予算が、その

年の税収によって予算の制限がございますので、その地方交付税の総額というのが不足

する場合、その不足した額を国と地方で折半するというような名目で、地方分については、

各自治体で借金した上で、その不足する額を補塡するというような仕組みになっており

まして。この地方債というものが今、臨時財政対策債というもので、一般的に赤字地方債

と言われるようなものがこの地方債の中に含まれているような形になっております。 

 この臨時財政対策債というものなのですけれども、市がする借金ではあるのですけれ

ども、翌年度、翌々年度、将来的には市のほうから、この赤字だった部分を国が補塡する

というところで、その年には国からお金は来ないのだけれども、翌年度以降に国のほうか

ら交付税としてお金が返ってきますよというような、一応、立て付けになっております。 

 グラフのほうを見ていただきますと、赤い棒が、その年に借金をした金額です。青い棒

が、その年に今ある借金を返した金額になっております。 

 市のほうでは、その借金の残高というのを目標値として200億円という形で一応設定、

平成29年度から令和２年度までは設定しておりまして、令和３年度、令和４年度について

は、190億円にしようというところで目標値を立てていたところではあったのですけれど

も、緑の折れ線のグラフ見ていただくと、その目標値が黄色の折れ線で表しておりまして、

実際にその借金の残高というのがどのくらいになっているかというのが緑の折れ線グラ

フで表しているようなものになってなります。なので、目標はかなり下回っているという

ところには現状なっております。 

 29年度、30年度はかなり赤い棒が大きくなっている、この要因としましては、特殊な要

因がございまして、先ほどからも説明しております、29年度には市役所の庁舎の整備、30

年度に給食センターの整備があった関係から、その年の借金というのは、かなり大きくな

っているような状況になっております。 

 あとは、参考までに、今、地方債の残高、令和４年度の末時点で209億となっているの

ですけれども、その４割というのが、国が本来交付すべき地方交付税が不足したので借金

してくださいというふうな形でしなければいけなかった臨時財政対策債というものが、

この地方債のほうには含まれているような状況になっておりまして、市が単独でという

か、市の本来の借金というものは、約120億になっているような状況になっております。 

 一旦ここで説明の方を区切らせていただきます。 
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○会 長 

 これまでのところで、何かご質問ありますでしょうか。ご意見、ご質問、何でも結構で

す。 

○委 員 

 最初の７ページの老朽化した文化センターの大規模改修を予定していたり、廃棄物の

中間管理施設の建替え・改修を行うということなのですけれども、具体的に２、３年後な

のか、５年後とか10年後ぐらいなのかというのが知りたいなというのと。 

 あと、今コロナの地方交付税が自由に使えるお金が増えてきたということなのですけ

れども、実際、コロナが収束していく中で、地方交付税が減っていくのか、それとも庁舎

の設備で地方債を発行したので、それの分のお金として、今後、国から支給されるといい

ますか、それで増えていくのか、そういったあたりを分かれば教えていただきたいです。 

●事務局 

 ありがとうございます。まず、先ほど言った文化センターの大規模改修と、あと廃棄物

中間処理施設、どのくらいの時期に予定しているかというような話なのですけれども、具

体的に何年度というところは、まだ文化センターのほうに関しては、決定されていないの

ですけれども、今後の財政的な推計というものを一応立てておりまして、その中では、令

和10年度、令和11年度、2028年、2029年度頃に文化センターは大規模改修しようというと

ころで推計しております。これはあくまで予定です。 

 あとは、廃棄物の処理施設のほうなのですけれども、17ページに一部事務組合等への負

担金の推移というものを載せているのですけれども、ここも、事業的にいつにごみ処理施

設ができますとかというの、すみません、今、手元になくてすぐに出ないのですけれども。 

 その負担金に関する影響としまして、ここで説明させていただきますが、一番下の表、

印西地区環境整備事業組合に対する負担金の将来推計とあるのですけれども、これがそ

のごみ処理施設を造る組合に対して、その年にかかった事業を折半しましょうというこ

とになっているので、白井市が負担するお金なのですけれども、令和８年度、令和９年度

が、その前後を見るとかなり大きな、突出しているような状況になっております。 

 令和４年度の決算８億程度だったものが、令和９年度は16億と倍になっているので、こ

のぐらいの時期に一応、そのごみ処理施設というのがかなり佳境を迎えるというような

ところで予定しているかと思います。 

 あと、地方債の部分、地方交付税の分は、今後増加するかというご質問でよろしかった

ですよね。そこにつきましては、これも財政課の見立てにはなるのですけれども、国のほ

うで税収が今かなり増えてきているような状況がありまして、今年度も定額減税とかあ

りましたね。税収が増えているので、それを国民の皆様に還元しますとかということもや

られておりますし、交付税が足りませんというような状況が今ちょっと減りつつあるよ

うな状況になっているようです。 
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●事務局 

 交付税のところで補足なのですけれども、交付税というのは、結構、来てみないと分か

らないという部分が多々ございまして、傾向としては、恐らくそんな増えていかないだろ

うというところでは考えているのですが、年度によっては、少しボーナス的につくときも

過去にはあったというようなところで、これから先については、伸びていくというふうに

はなかなか考えにくいかなというふうに捉えているところでございます。 

 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかに何かありますか。 

 ○○さん、お願いします。 

○委 員 

 財政調整基金についてのお話をしていただいたのですけれども、その一方で、先ほどお

話がありました文化センターであるとか、ごみ処理施設の建替えのようなものが予定さ

れているということで、目的基金、そちらのほうは、どの程度あるのかという。 

●事務局 

 こちらもこの後の説明に予定していたのですけれども、先に説明させていただきます

と、18ページ、この資料、一番最後のページ、今、○○委員がおっしゃっていた特定目的

基金がどのぐらいあるのかという、その特定目的基金なのですけれども、ある特定の事業

の財源とするために、そのためだけの資金を積み立てておく貯金というものがございま

して、市のほうでは今、大きく三つ、ここには掲げておりますけれども、公共施設の整備

保全基金、今言った公共施設、庁舎だったり学校だったり、そういった建物の整備保全に

充てるためのお金というのを積み立てる基金と、あとは、千葉ニュータウン事業、この辺

一帯の千葉ニュータウン事業において、道路だったり下水道施設の用地の整備のため、基

金というものがあります。あとは、市への寄附金というものを適正に管理するために、寄

附金を積み立てておくための貯金というもの、３種類ございます。 

 その現状というのが、今ここのグラフで表しているところになるのですけれども、先ほ

ど○○委員おっしゃっていた公共施設の部分での基金につきましては、令和４年度末で

７億、これは単位、円なのですけれども、７億円、今、貯金としてあるような状況になっ

ております。 

 文化センターの事業に関しましては、実は、この表には、資料には記載はしていないの

ですけれども、文化センターの改修、かなり大規模になるというところで、文化センター

の改修のためだけの基金というのを今年度つくりました。そこに公共施設の整備保全基

金、今７億円ある基金を１億5,000万円取り崩して、そちらの文化センターのための貯金

に振り替えるというか、お金を回すというような形を今やりまして。あと、この文化セン

ターの改修の基金に、文化センターの改修を目的とした寄附金を、今後どのような形で寄
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附を募っていくかというのはここでは分からないのですけれども、その寄附金を積み立

てるような貯金というものを今年度からつくったような状況になっております。 

 ご質問の回答については以上になります。 

○会 長 

 ありがとうございました。ほかに何かありますか。ないでしょうか。 

 ○○委員。 

○委 員 

 ありがとうございます。この辺りのところ、かなり専門性が高いご説明になっていて、

恐らく市民委員の方、私はちょっと専門外ですので、なかなかすんなり理解しているかと

いうと自信ないところなのですけれども。 

 例えば、市の歳出として何が費目としてあって、借金の話というのは、また違うじゃな

いですか。今ご説明いただいている経常収支比率ですとか、基金について特定のものがあ

ったりとかということで、全体の関係性がなかなか浸透しないままに説明を受けている

イメージがあって、聞いている、特に一般市民の方は苦しいところがあるというふうに思

うので、それぞれの指標の関係というか、どういうものを積み上げて収入ができているの

か、あとは、この後、その辺の関係性みたいなものを説明していただけると、もう少し飲

み込みがよくなるのかなというふうに思います。 

●事務局 

 ありがとうございます。そうしましたら、もう少し具体的なところの数値の説明をこの

後予定していたのですけれども、そちらを進めさせていただければと思います。申し訳ご

ざいません。 

 では、主な歳入の推移という、主な歳入です。市の収入の全体というものを数値として

見ていきたいと思います、10ページ、主な歳入です。 

 一応、この歳入規模としましては、令和４年度、直近の決算で244億円の規模となって

おります。 

 その内訳を表したのが、このグラフになっております。このグラフで特徴的なところが

ございまして、近年、２年度から４年度にかけては、コロナ関係で国の交付金がかなり大

きいような状況になっておりまして、それを入れて市の歳入というのが増えているよう

な状況になっております。特に令和２年度につきましては、１人10万円の特別定額給付金

の国庫補助というのが臨時的に入ってきています。 

 歳入の構成としましては、市民税と、市の税金と、また国から下りてくる地方交付税、

あと国・県の支出金、国や県からの補助金だったりとか、あとは地方債、大きなものとし

ては、先ほど言った借金、そういった部分で主に構成されております。 

 続いて、歳出の構成なのですけれども、13ページ見ていただいて、主なものとしまして、

人件費、扶助費、公債費、物件費、補助費、普通建設事業費といった形で、ここで表記し
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てはいるのですけれども、人件費はこの言葉のとおり、職員の給与だったり、あとは議員

の方々の報酬などの経費がここに含まれております。 

 扶助費につきましては、ざっくり言うと社会保障にかかる費用になります。 

 公債費につきましては、借金の元金の利子だったりとか、一時借入金の利子を支払うた

めの経費になっております。 

 物件費につきましては、人件費、扶助費、維持補修費などを除く、消費的な費用、単年

度的、単発的な経費が物件費として分類されております。 

 続いて補助費なのですけれども、主に市が市内の団体などに補助するために交付する

費用というふうにここで説明あるのですけれども、一応、市民の方一人一人の補助金だっ

たり給付金というのも、こちらに含まれているような形になっております。 

 続いて普通建設事業費、それについては、道路の新設、施設の増改築、新設などの建設

事業に要する費用がここに含まれております。 

 その他としましては、市が管理する公共施設だったりとかを維持するための費用であ

る維持補修費ですとか、先ほど説明した基金に積み立てる費用である積立金などが一応

その他に含まれているようなものになっております。 

●事務局 

 ちょっと補足をさせていただきたいと思います。 

 まず市の会計といいますか、財政につきましては、歳入と歳出から成り立っております。 

 歳入というのは、どういう項目があるかというと、10ページをご覧いただきまして、こ

こに補足というような形で下に表がありますけれども、その中に市税だとか地方交付税

だとか国庫支出金だとか県支出金、それから市債、その他というような形で書いてござい

ます。大きく分けると、こういった種類によって歳入が構成をされております。 

 歳入と、先ほど歳出という部分がありましたけれども、それと、入った部分と出る部分

と、その差し引きでどうなっているかというところが収支ということで出てくるわけな

のですが、歳入につきましては、先ほど申し上げたように、市税というものがありまして、

市税については、どういうものがあるかというと、その隣の11ページのところにどういっ

た項目があるかということを列記してございます。例えば、個人市民税だとか法人市民税

だとか固定資産税だとか、こういった項目がございます。 

 そのほかに国のほうから、税の再配分というような形の意味合いが強いのですけれど

も、地方交付税、それから、特定の目的に対して援助してくれる国庫支出金であるとか、

県支出金というのがございます。それから、道路だとか建物だとか、そういったものの建

設だったり修理だったりというところでの借金ということで地方債。 

 その他というところで、手数料であるとか使用料であるとか、そういったものがあるの

ですが、その辺の主なものは、12ページのほうに少し例示として、こういうものがその他

の中に含まれているというようなことで示させていただいております。 
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 大きく言うと、歳入というのは、税金と国や県からもらえるお金、それから必要に応じ

て行う借金だったりとか、あとは市民の方にご負担いただいている使用料、手数料、そう

いったもので成り立っているというようなことになります。 

 一方、どういうお金が出ているかということは13ページの中にございまして、こちらは

今、小池のほうから説明ございましたけれども、この分け方、いろいろあるのですけれど

も、一般的には性質的な分け方ということで、人件費、職員に関する費用。それから扶助

費ということで、生活保護だとか児童手当だとか、そういった福祉のほうに使っている扶

助費。それから公債費、これは借金の返済になります。物件費というのは、人件費である

とか、こういった部分の費用を除く費用、総称というような書き方しておりますけれども、

ここは丸っと、そういう費用があるということをご理解いただければよろしいかと思い

ます。それから、補助費ということで、市のほうで、団体であるとか、そういったところ

へ出している補助金、そういった支出。それから、普通建設費ということで、道路の改修

だとか、そういったものにかかっている費用。その他ということで、大きく分けると構成

をされています。これは性質別、種類別の歳出になります。 

 それから歳出のところでは、次のページをめくっていただけると、また今度は目的別と

いう、同じ費用をまた違うくくり方で表した表ということでございまして、こちらのほう

が少しピンときやすいかもしれないのですけれども、例えば議会費、議会にかかる費用な

どと総務費ということで管理費です。それから、民生費ということで、これは福祉にかか

ってくるお金。衛生費ということで、これは予防接種だとか母子保健だとか、あるいはご

みの関係ですか、そういった部分のかかっている費用。それから、農林水産業にかかって

くる農林水産費。それから、商工振興に利用する商工費。それから、道路、河川、公園な

どに使っている土木費。それから、火事、災害等に関わる部分で使っている消防費。それ

から教育に使っている教育費。これはそんなに多くはないのですけれども、災害があった

ときに、その復旧のために利用する経費ということで災害復旧費。それから、借金の返済

の公債費、大きく分けるとこんな形で、市がいろいろな費用を払っているというような形

になっています。 

 それで、先ほど財政調整基金というお話があったのですけれども、簡単に言うと、この

歳入と歳出を差し引いて歳入が足らなかった場合に、貯金、財政調整基金のほうから繰入

れをして歳入が賄えるように調整をするということで財政調整基金というのがございま

す。 

 それで、この中で、先ほどいろいろな経常収支比率だとか、財政調整基金の残高だとか、

地方債の残高だとかというお話をさせていただきました。 

 まず、経常収支比率の部分については、これは何かというと、経常的に入ってくるお金

というのが、市税、それから地方交付税などの主には税金ということになりますけれども、

それが経常的に一般財源という言い方になります。 
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 経常的経費への充当率というオレンジ色で書かれている部分というのは、経常的経費

というのは、人件費だとか扶助費だとか公債費だとかという支払わなければならないお

金、義務的経費というのですけれども、ですので、経常的に入ってくるお金があって、経

常的に出ていくお金が、どちらかというと支払わなければいけないお金、それがどのぐら

いの割合で、ごめんなさい、経常的な収入で経常的な支出をどれだけ賄えているかという

ところを見ますのが、経常収支比率ということでありまして。 

 これが高いと、結局入ってきても出ていくのは決まっちゃっていますので、ほかにやる

ことができない、そういうような考え方になりますので、ここの率というのは少なくなっ

ていたほうが、新たな需要に対して何か打てる手立てがとりやすくなるというようなこ

とになりますので、ここを一応目標としては９割を目指そうというようなことで、これま

でやってきたということになります。 

 それから、財政調整基金につきましては、先ほど申し上げましたように、単年度の歳入

と歳出の差額を埋めるための補塡金みたいなイメージになるのですけれども、これにつ

きましても、どのぐらいが適正かというのは、正式な基準はないのですけれども、今の行

政経営指針の中では20億円というところを捉えております。 

 これは不測の事態、何か災害が起きたりしたときに、それにパッと回せるお金が全くな

くなってしまうと問題があるということで、20億をひとまず目指していこうということ

で立てた目標でございまして、今のところそこはクリアできているというようなことが

８ページの資料になります。 

 それから、地方債残高につきましては、いろいろ道路であるとか建物であるとかという

のを新設するときに行う借金で、考え方としては、長く使うものに関しては世代間調整と

いうことで、多少その後に残るものは構わないのですけれども、ただ、将来にわたって、

それが例えば使っていない方々へのご負担が行ってしまうのはよろしくないであろうと、

ですので、一定割合の中に抑えていきましょうという考え方の中で、現在、これは190億

までにとどめましょうということを目標として掲げておりまして、現在、若干上回ってい

る状況でございますが、それに近い数値で推移をさせているというようなことになって

ございます。 

 ですので、歳入に関しては、税金であるとか国・県からもらえるお金、それから借金と

いうことで成り立っていて、支出については、先ほど言ったような人件費だとか福祉だと

か貯金だとか、そういった費用に回っていて、その差額について、補塡できるための貯金

をどれだけ残していくか、あるいは経常的に入ってくるお金と経常的に出ていくお金の、

少しそこは差をつけていかれるように頑張っていこうと、それから、将来に借金の支払い

を残さないように、なるべく一定割合に抑えましょうというふうなことで、これまで取り

組んできたというようなことになってございます。その上での先ほどのご説明というこ

とになります。 
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 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。 

○委 員 

 難しいですね。 

○委 員 

 頑張って説明されようとしているというのがよく分かるのですけれども、やっぱり難

しいと思うのです。 

 10ページの歳入のところをちょっと見ると、特徴的で、平成29年から平成31年に向かっ

て徐々に減っていっていますよね。微妙に減っていっていて、令和２年になって急に増え

て、令和３年、令和４年は高止まっているような状況。これは先ほどあった令和２年はコ

ロナの影響で膨れてきたと。これは国からお金が来て、同額が出ていくので、白井市にと

っては何も影響はないのですけれども、見た目上、増えていると。 

 まず、そういう意味で、コロナの要因があるので、その前のところまでを見てみると、

平成29、30、31のところを見ると、大体220億ぐらいから200億ぐらいのところに向かって

推移をしていると。 

 でも、オレンジのところが地方債で、この地方債というのは、平成29年、30年に庁舎の

建替えと給食センターがあったから膨れているということで。皆さん聞いたことがある

かもしれませんけれども、いわゆるプライマリーバランスという言葉は聞いたことがあ

るかもしれませんけれども、プライマリーバランス的な、地方債を取り除いて考えてみる

と、実態としては190億ぐらいなのではないかなという気がします。 

 それに対して、令和２年にコロナがあって急に膨れて、それはそれでいいのですけれど

も、今度、令和３年、令和４年を考えたときに、今度はオレンジを差し引いても230億ぐ

らいになっているのではないかと。 

 ということは、ここから白井市の本当の身の丈に合った歳出というのがどれぐらいな

のかということを考えたときに、190なのか230なのか、これもよく新聞に載っていますけ

れども、国の財政もコロナでばあっと支出が膨らんで、コロナが収まったら元に戻したい

のだけれども、なかなか水膨れしたものが元に戻らないということはよく言われている

けれども、この今、令和３年、令和４年が、地方債230になっているというのが、これが

実力として身の丈なのか、それか、もしくはコロナの影響で水膨れになったものなのかと

いう部分はいかがでしょう。どうでしょうか。 

○会 長 

 そう言われてみると、そんな感じしますね。 

●事務局 

 それでは、答えさせていただきます。 
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 確かに、国県支出金というところが令和２年度以降増えております。これはコロナ対策

で、様々な交付金であるとか補助金であるとかが来ているので、表で言うと緑の部分が、

31年度までに比べると大分大きくなっております。 

 それから一方で、市の歳入の根幹であります市税の分につきましては、令和元年以降少

しずつ増えておりまして、令和４年度については97億円まで増加をしておりますので、歳

入といたしましては、その税の増加分というのも大きいのかなと思っております。 

 税の推移につきましては、隣の11ページに市税の推移という資料を掲載させていただ

いておりまして、市民税もですけれども、固定資産税のほうが、令和４年度には前年に比

べますと３億程度増えている状況がございます。この辺は、駅前のほうでマンションが少

しできたりとか、そういった形での人の流入があったりとかというところで、税収のほう

が増えているという状況だと捉えております。 

 ですので、このコロナが令和５年、収束はしておりますけれども、その際にまたいろい

ろな、そのときに市民サービス等を検討した中で、歳出というのが今、形成されておりま

すので、あるいは５年度決算などもいろいろ見ながら、財政規模というのは検討していく

ものかなというところでございます。 

 以上です。 

○委 員 

 ありがとうございます。繰り返しになりますけれども、平成31年のところは、身の丈に

あった規模は、地方債を抜いて190億円ぐらいでした。 

 令和３年、令和４年のところ、緑のところがちょっと膨れていますけれども、恐らくこ

れは、やっぱりコロナの分がちょっと影響しているので、恐らく減る分があるだろうと。 

 その一方で、今の説明だと、今度は11ページのほうを見ていただくと、市民税のほうも

そうですし、固定資産税のほうも、大幅ではないけれどもずっと増加傾向にあるので、そ

ういう意味で言うと、31年度のときの190億円よりは、身の丈は上がっているだろうけれ

ども、その一方で、令和３年、令和４年度の230億は、コロナの国の分が入っているから、

230億まではないだろうというような感じですよね、感じとしては。 

●事務局 

 これ参考までになのですけれども、令和３年、４年のコロナによる水膨れという言い方

がいいのか分かりませんけれども、については、この真ん中の表にオレンジ色である、う

ちコロナ関係ということで金額を抜き出させていただいております。 

 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。よろしいですか。大丈夫ですか。 

○委 員 

 今までずっと聞いてきて、これトータルで見なきゃいけないところで、一つ一つの用語
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説明というよりも、これをトータルで見て、いわば市税にしても、あるいは人口にしても、

○○委員がおっしゃったように、その方向性というものをどうしたいのかという根本的

なところが見えないのです。例えば、人が減るのだから市税は減ります、だから歳出カッ

トの方向で行くというのが一番簡単じゃないですか。ですけれども、お話で言うと、公共

施設を修繕するとか、そういったお話出ましたよねということです。 

 本来は、それを全てトータルで考えて、それこそ市民の方々は、ここは必要かもしれな

いけれどもという議論にするだとか、どういう方向で行きたいのかというのがまだ見え

ないと思うのです。 

 恐らくですけれども、こちらのほうの配られています資料３で、資料３の５のところに、

今日の、今の市税やなんかの話が書かれている計画があるわけですよね、一番簡単な言い

方をすると。そこで、言ってみれば、歳入と歳出、先ほど○○委員から出たプライマリー

バランスが出てくるわけじゃないですか、差し引きが出てくるわけです、ここで。要は、

ここをこれだけの中で将来的にどうするのか、もうやりますよじゃないと思うのです、根

本的に言うと。 

 しかも、地方交付税というのは、もらっていない団体だってあるわけじゃないですか、

東京都やなんかはゼロなのです。これ、いわば自主財源ゼロで賄えているのです。 

 地方交付税というのは書いてあるとおり、均等にするためにやっていることですよね、

白井市さんとしては、そこを自主財源を増やしたいという方向でいくのかとか、あるいは、

今日のご説明にあったところなのですけれども、人口とかのところでもですけれども、増

減か維持というお話でしたよね。それは、どこを目指しての増減なのか、もちろん増加す

れば税金は入るかもしれませんし、企業誘致もそこなのです。企業誘致すれば、確かに、

これも法人税入ってくるわけですよね。それらを今日のご説明で言うと、総合的な形での

目標とかを見せてもらわないと、用語説明にしか多分聞こえないと思うのです、厳しい言

い方をすると。 

 まして、市民の方々からすると、そこが一番のポイントであって、自分たちがどう選択

していくかというところだと思うのです。 

 税金の使い方にしてもそうですし、人、企業を入れて、そこを上げていくのかというよ

うなところをどのようにお考えになっているのかというふうなところを聞きたいのです

けれども。 

●事務局 

 すいません、おっしゃるとおりなのですけれども、実は、事務局のほうの考え方として、

今日はまず現状のご説明ということで、今回テーマにしていこうとしている、ヒト、モノ、

カネというものが現状こういう状況ですよということのご説明というふうな捉まえ方を

しておりまして、この先をどうしていこうかということは、まさしくその後にいろいろと

ご議論をいただこうというふうに考えていたところでございます。 
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 どこを目指していくかというのは、正直、今、並行して総合計画のほうの策定も進めて

おりまして、その辺の動きも見ながらということになるので、なかなか、この場でこうで

すというところが今お示しづらい状況ではあるのですけれども、なるべくそちらのほう

の情報も収集しながら、しかるべきタイミングのときにお示しできたらというふうには

思っております。 

 すいません、回答になっていないのですけれども、今後こうしていきたいというような

ところでの考え方を述べさせていただきました。 

○会 長 

 ありがとうございました。 

○委 員 

 もしそうであるならば、この５ページとかと関連させて説明されたほうが、恐らく分か

りやすいと思います。単独で話されているので、ヒト、モノ、カネ、いわゆる資源という

やつを、こうこうこういう状況ですよということなのですけれども、でも、それってほと

んどの場合、計画性を持ってやっていることですので、その計画と合わせて、人がこうこ

うこう、これが関連してきますよ、税金がこうですよ、誘致とはこうですよと言ったほう

が、多分、説明は、皆さんには分かりやすいのじゃないかな。あまりにも単独で行き過ぎ

ちゃっているので、厳しい言い方では、用語説明と数字は並べてあるのですけれども、じ

ゃあ、これとどこが関連するのかと、要は総合的というところ、つまり計画の中でという

説明のほうがよかったのではないかなと思います。感想です。 

 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。 

○委 員 

 ありがとうございます。確かに非常に難しい内容だなと思いますが、私、個人的には、

現指針にある三つの目標値は、自治体の財政状況を見る時に重要な数値かなと思ってい

ます。 

 その中で、先ほど○○さんもおっしゃっていた身の丈みたいなところの考え方でいい

ますと、今の目標値の部分が、現状ありきで作られた目標値だなと。理想的な数値はある

のかどうか、あるいはほかの同規模の自治体と比べたときに、何か特徴があるのかどうか。

70％、80％という経常収支比率の自治体もありますし、ただ、そこまでを目標にするとい

うのはハードルが高すぎるなどということもあると思います。ただ、現状からだけで目標

値を決めるのではなく、理想の数値やほかと比べられるような資料があると分かりやす

いなと思っています。 

○会 長 

 ありがとうございました。よろしいですか。 
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○委 員 

 ありがとうございます。各委員のおっしゃるとおりだなというふうに思って聞いてい

ます。 

 ちょっと言い方は変わるかもしれないのですけれども、今回の資料って、これが幾らで

す、これが幾らですということなのですけれども、数字を見たときに多い少ないというの

を判断するのは、○○委員のおっしゃるところのどういうふうにしたいのか具体があっ

た上での多い、少ないという判断になると思うので、数字が判断できるように、これから

の議論の中で積み重ねていっていただけると、この金額を見たときに、これはもうちょっ

と減らしたほうがいいのじゃないか、もうちょっと増やしたほうがいいねということに

なるから、そういう議論がもっとできるようになってくると思うので、この数字を我々が

読み取って、どういうふうに解釈するのかというのを補強していただけるような、そうい

う資料を今後出していただけると大変ありがたいなと思います。 

 以上です。 

○会 長 

 ありがとうございました。ぜひ、次からよろしくお願いいたします。よろしいですかね。 

 残り、まだ説明が終わっていないですよね。じゃあ簡潔に、結構もう議論進んでいます

ので、お金のところ。 

●事務局 

 すいません、なかなか細かい説明ばかりになってしまって、全体像がつかみづらいとい

うご意見もあって、ありがとうございます。 

 一応、資料２、３、ご用意させていただいているのですけれども、資料２につきまして

は、先ほど○○委員からもご意見ありましたとおり、近隣の県内の類似団体というところ

での比較というものを前回指針をつくったときにも、つくったような資料になりまして、

そことの、25年度決算ベースでその当時作ったのですけれども、今年度、最新の令和４年

度決算ベースで数値のほうを比較するという資料をご用意させていただいていたのです

けれども、こちらにつきましても、参考までにというところで、今日のところは説明のほ

う、時間もなかなか押してきているので、割愛させていただきます。 

 この類似団体というものにつきましては、市町村の人口と産業別人口の構成比により、

設定された類型により市町村を分類したものになっておりまして、国が設定しているも

のになります。 

 平成25年度当時、県内で類似団体とされておりました市町村、これだけの数あったので

すけれども、令和４年度の時点では、オレンジが白井市なのですけれども、緑が類似団体

とされている市町村になっておりまして、４団体に減ってきております。 

 お隣の印西市さんですとか、人口がかなり増加しておりますので、類型が人口規模でい

えば10万人以上になっているので、変わってきたりとか、他の市町村でも様々な動きがあ



 - 26 -

ったところになっております。 

 中身についてはかなり細かい話になってきますので、本日は説明、割愛させていただき

ますけれども、比較という意味でご参考にしていただければと思います。 

 議題の２につきましては、割愛させていただきます。 

 資料３、こちらは事務局のほうで作成した資料では、実はないのですけれども、今、企

画政策課のほう、別の部署で、今後10年間、市の将来像というものをつくる計画をつくっ

ておりまして、第６次総合計画というものをつくるに当たって、その基礎資料として、今

後の財政状況がどういった形になっていくか、推計というものをつくっております。 

 これもあくまで推計で、現時点での、令和５年度の決算の見込みを基準として、12年間

の推計をつくったものになっておりまして、こうしていきたいとか目標といったもので

はないのですけれども、一応このような形で数値としては見込んでいる、じゃあそれをど

ういうふうに変えていくかというところの基本の資料として、こういった資料を作って

おりますので、若干簡単ではありますけれども、数値のほうを説明させていただきます。 

 推計につきましては、最後のページ、５ページ目になるのですけれども、今こちらの審

議会のテーマになっています行政経営指針の中で、前回の行政経営指針の中では、目標値

として地方債の残高と借金の残高と、あと市の貯金の財政調整基金の残高というものを

目標値として設定しておりましたけれども、それがこの資料にも一応、項目として記載が

されておりまして、地方債につきましては、歳入の中段あたりにあります、こちらに記載

がございます。 

 貯金の、財政調整基金の年度末残高というところにつきましては、下段、下から三つ目、

貯金の残高というものが今後どうなっていくかというところを推計として見込んでおり

まして、地方債の残高につきましては、この推計だとダイレクトに数値が分かるようなも

のではないのですけれども、今後する借金の予定という意味で、先ほどちょっと説明しま

したけれども、令和10年度、11年度に文化センターの大規模改修というのをこのぐらいの

時期でというところで見込んでいることから、今よりも２倍以上の金額の借金というも

のをこの辺の時期で見込んでいたりとかという状況がございます。 

 貯金の残高として20億という数値を今設定しておりますけれども、令和８年度以降は、

20億を下回るような状況で今、財源不足を見込んでおりまして、それは将来にわたって続

いていくようなところで一応見込んでおります。 

 簡単ではあるのですけれども、数値的なものとしては以上になります。 

○会 長 

 ありがとうございました。今、資料２と３について、何か質問、ご意見ございますでし

ょうか。 

●事務局 

 補足をさせていただきたいと思います。 
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 今回示させていただきました財政推計というのは、今予定しているものをそのまま継

続していった場合に、多分このぐらいになるだろうという数値になっています。少なくと

も、今予定されているものについては管理されているのですが、あまり戦略的に動かして

いこうという数字ではございません。 

 実は今、並行して総合計画というのをつくっておりますけれども、それを検討していく

に当たってのまずベースとなる歳入歳出がどの程度かということを、まずこれで見立て

ています。 

 この後、総合計画を立てていく中で、歳入が増えていく部分もあるかもしれないですし、

減っていく部分があるかもしれないですし、歳出の部分についても、例えばこういった事

業を戦略的にやっていこうということで負荷されていく部分もこれから出てくるとは思

うのですが、今現在については、これについては、そこまでの加味がされていなくて、今

のままスライドしていくと、大体230億前後の歳入歳出ということになっていって、足ら

ない場合の部分については、財政調整基金を充てながらということで、財政調整基金の年

度末残高のところが少し動いたりしているというような形の内容になってございます。 

 以上になります。 

○会 長 

 ありがとうございました。 

 数字の細かいところとか、そういうのでいろいろご指摘がありましたけれども、私の個

人的な見解ですけれども、まず会議の趣旨、最初に、企業なんかは、私なんかは、最初に

言うのは、エグゼクティブサマリーみたいなのがばあっとあって、今日は会議の趣旨はこ

うです。さらに、この内容をサマリー１枚で表すと、このようになっていますと。今日話

すのは、こういう内容ですと言ってから入って、いきなり各論に入ってくると、確かに、

これ何だっけ、みたいな感じになっちゃいますので、そこをまず最初、全体像からまず入

っていくと、みんなも分かりやすいのじゃないでしょうか。 

 では、この議題については、よろしいですか、今までのところで何かありますか。 

 ○○委員。 

○委 員 

 ありがとうございます。資料２に戻りますけれども、これまでの資料を参考にしながら、

今回の資料を作っていただいたかと思いますので、このやり方自体は、これはこれで非常

に妥当なやり方だと思っていて、人口規模が同規模で、それから産業構造についても、あ

る程度数字の近いところを持ってきているというところだと思うのです。 

 ただ、そこで挙がってくる名前を見ると、千葉県の中でもこことは地理的にも離れたと

ころだし、随分特徴が違うところを持ってきて比較しているのじゃないかという印象に

なって、基準でいったら、こういうことだというのは理解するのですけれども、近隣のと

ころと比べて、同じような地理特性を持った中で見ると、どういうことになるのかという
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比較も、それはそれで大事なのじゃないかなというふうに思うので、そのあたりも加味し

ていただけると、より分かりやすくなるかなと思います。 

 以上です。 

○会 長 

 どうでしょう。 

●事務局 

 ありがとうございます。今ご意見頂きましたので、今回は類似団体との比較ということ

で出しましたけれども、近隣との比較というのは、市を考えていく上での重要な内容だと

思いますので、その辺は、少し事務局のほうでも整理をさせていただければと思います。

ありがとうございます。 

○会 長 

 ほかにありますか。よろしいですか。市民の方は、何かありますか。 

 じゃあ、この議題はこれで終わりということ、今日は、本日の議題は以上となります。 

 委員の皆様、ほかに何か、今日の議題以外でございますか。ないですか。 

 その他、事務局から、何か説明などございますでしょうか。連絡事項など。 

 

〔事務連絡〕 

 

○会 長 

 ありがとうございました。 

 お願いします。 

○委 員 

 本日どうもありがとうございました。 

 ちょっと私が前回の議論のときも忘れてしまっているところがあるのですけれども、

前回の資料の中に、工程表のようなものはありましたっけ。そういう工程表があって、現

状認識のフェーズですよとかというふうに括られたらいいのだけれども、それがないと、

多分みんなが迷ってしまうのではないでしょうか。 

●事務局 

 スケジュールだけ示したところにはなっているのですけれども、工程表という意味で

は示していなかったところになります。 

○委 員 

 じゃあ、次回はそれを作って、それを最初に確認したほうがいいかもしれないですね。 

●事務局 

 はい。 

○会 長 
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 今、現状ここですよ、今日はここをやりますよという感じでやっていくと、みんな最初

からクリアになるのじゃないかなと思います。 

 ほかにありますか。 

 ○○さん。 

○委 員 

 前回ＰＤＦなかったので、今回ＰＤＦで入れてもらったと思うのですけれども、次回以

降もＰＤＦでのデータってもらえますか。 

●事務局 

 提供させていただきます。 

○委 員 

 ありがとうございます。 

○会 長 

 ほかにないですか。いいですか。 

 それでは、以上で本日の会議を終了といたします。 

 皆様、夜遅くまでありがとうございました。お疲れさまでした。 

 


